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一
般性 の 問題 を中心 に

渡辺　大地

　 ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン 前期の 代表的著作 『論理哲学論考』の 独 自性の
一

端 は
， 彼が 多大 な影響を受けた フ レ ー ゲ の 「論理学」概念 の 切 り詰め にあ

る ．で は ， ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン は フ レー ゲ の 「論理 学」概念の 内の 何を

切 り詰め
， 何 を継承 ， 展 開 した とい うの か ．

　 「命題 が真で ある た めに は ， な に よ りもまず真で あ るこ とが 可能 で な く

て は な らない ．そ して こ の こ との み が論理 学 の 関心 事で あ る」（NB ・20）と

い っ た ウィ トゲン シ ュ タイ ン の 所見 は ， こ の 間 に
一

つ の 解答を与 える ．フ

レ ー ゲに とっ て ，
「論理 学」は それ固有 の 真 理 を法則 と して 含む ．「論理 学

の 関心事」に 関す る ウィ トゲン シ ュ タイ ン に よ る こ の 制限は ，
フ レ

ー ゲの

「論理 学」 概念 の 内 の こ の 部分の 切 り詰 め を意図 して い る．

　命題 が 「真で ある こ とが 可能 」で あ る とは ， 命題 が 有意味だ とい うこ と

で あ る 。ゆ え に ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン の 考 え る 「論理 学の 関心 事」 とは ，

命題 の 有意味性の 条件 で あ る．フ レ
ー ゲは ， 証 明に よ る法則 の確 立 を厳密

に実行す るため， 論理的構文論が整備 され た記号言語 ，
い わ ゆ る 「概念記

法」を開発 した．ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン は ， こ の よ うな理 想 的な言 語 の 開

発 に よ る命題 の 有意味性 の 条件 の 明確化 （T3 ・325）， ま た これ に よ っ て 遂

行 され る 「思想の 論理 的明晰化」（T4
・ll2）とい っ た 課題 をフ レ ー ゲか ら

受け継 い だ ，つ ま りウィ トゲン シ ュ タ イ ン は ，
フ レ ー ゲ の 「論理 学」概念

に含 まれ る ， 証 明 に よる 法則の 確 立 とい っ た部分 を切 り詰 め ，
フ レー ゲ に

と っ て はそ の 準備 段 階に過 ぎな い
，

「概念記法」の 開発 に よる命題 の 有意

味性 の 条件の 明 確化 の み を 「論理 学の 関心 事」 と考 える
1）．
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　更に ウィ トゲン シ ュ タ イ ン は こ の よ うな 切 り詰 めか ら， 逆に フ レ ー ゲの

「論理 学」概念 を批判す る ．フ レ ー ゲに とっ て ，
「論 理学」はそれ 固有の 真

理 を法則 として 含み ， こ の 意味で 「科学 （wissenschaft）」で あ っ た ．「論理

学は科学で は ない 」（NB 　120）とい っ た ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン の 主張は ，
こ

の よ うな切 り詰 めが正 当な もの で ある との 彼 の 確 信 を表 して い る．

　こ の よ うな事態が最 も端 的に現 れ て い るの は ， 論理 的 な
一

般 性 に 関す る

フ レ
ー ゲの 見解に向け られ た ウィ トゲ ン シ ュ タ イ ン の 批判で あ る．後に見

る よ うに ， ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン に よれ ば ，
フ レ

ー ゲは 論理 的な
一

般性

と ， 例 えば 「すべ て の 人 間は 死す べ き もの で ある」 とい っ た
一

般的命題 に

よ っ て表現 され る
一

般性 （仮に後者の 場合の
一

般性 を 「通常の
一
般性」と

で も呼 んで お く）とを同
一
視 してい る．こ の こ とに よ っ て フ レ ー ゲの 「論

理 学」は ， それ 固有の 真理 を含む 科学で ある とい っ た 見か けが 生 じ る．こ

れ が ウィ トゲン シ ュ タ イ ン の 批 判 の 骨 子 で ある．本稿 で は ， こ の 批判 を吟

味し ， そ こ か らウィ トゲ ン シ ュ タイ ン の 考える論理 学の 大枠 と ， フ レ ー ゲ

の 論理 観へ の 批判 の 動機 を明 らか にす る ．

1　 「最も
一
般的な科学」 と して の 「論理学」

　まず ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン の 批判の 妥 当性 を吟味す るた め ，
フ レ

ー ゲの

「最も
一

般的な科学」 と しての 「論理学」 とい っ た 見解を取 り上 げ， ウィ

トゲン シ ュ タイ ン の 考え る 「論理 的な一般性 と通常の
一

般性の 同
一

視」と

い っ た 事態 が実 際に は い か な る もの か を見 て 行 く．

　 1−1 論理 法則の フ レー ゲ に よ る特徴付 け

　通常 の
一

般性 は あ る 特定 の
一般的命題 に よ っ て 表現 され ，

一
般性 の 成立

は 当の
一

般 的命題が 真で あ る こ とに基づ く．フ レ ー ゲの 考えで は ， 論理 的

な
一

般性 を表現する
一

般的命題は 論理 法則 で ある
2）
．フ レ

ー ゲの 公 理 的な

論理体系にお い て ， 論理法則 は ， 他 の 論理 法則か ら証 明 され る こ とで
， そ

の 真理が 正 当化 され る
3〕
．すべ て の 論理 法則 が そこ か ら導き出 され る基礎

となる論理 法則 が ，
い わ ゆ る論理 的公理 で ある，公 理 は そ の 位置づ けか ら

もわ か る よ うに ， 他 の 論 理 法則 か らは 証 明 され 得 ず ， ゆ えに そ の 真 理 は 正
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当化 され えない ．そ れ に もか か わ らず フ レー ゲ は ， 公 理 は 直接 自明な基礎

的真理 で あ り， 真 とされ る ある内容をもつ こ とを強調 す る
4）
．さもな くば

，

論理 法則 を公理か ら証 明す るこ とで
， その 真理 を正 当化す る とい っ た試 み

は
， 成立 し えない だろ う．

　公 理 を含む論理 法則の フ レ
ー

ゲに よ るこ の よ うな特徴付けをみ るな ら，

彼が 論理的 な一 般性 を通 常の
一

般性 と同じ枠組みで扱 っ て い るこ とが理解

され よ う．つ ま り論理 的 な
一

般 性 も， 通常の
一

般性 と同様に ， あ る特定の

命題 に よ っ て 表現 され ， そ の
一般性 の 成立 に 関 し て

， 当の 命題 が真で ある

こ とが必 要不可欠で ある．基礎 的真理 で あ る 公 理 か らの 証 明 は
，
この 点 を

保 証 する ．後 に 検討 す るが ， 以 上 の こ とが ， ウィ トゲン シ ュ タイ ン の 批判

が述 べ よ うと して い る論理 的な
一

般性 と通常の
一
般性の 同

一
視 とい っ た 事

態で ある．

　 1・−2　
一般性の 範囲に基 づ く論理 学 の 位 置付 け

　論理的な一
般性も通常の

一
般性 も， それぞれある特定の命題 に よ っ て表

現 され ， 当の 命 題が真で ある こ とに よ っ て 成 立す る．そ の
一方 で こ の 二 っ

の
一

般性 は ，

一
般性 の 範囲 に 関 して 区別 され る ．論理法則が表現 す る

一
般

性は ， その 範 囲が 最も広 く， その 真理は 「最も
一

般的な真理」， そ れ を固

有の 真理 とす る 「論理学」は 「最も
一

般的な科学」で ある
5〕．論理 法則 は，

確定 した意味を もつ シ ン ボル と確 定 した意味を もた ない シ ン ボル に よ っ て

定式化 され て い る．前者 の シ ン ボル は ， フ レ ー ゲの 「論 理 学」 で は ， 普遍

性 を 表す普遍量化記号 ， 否定記号 ， 条件法記号で あ り， こ れ らの シ ン ボル

は ， お よそい か なる主題 に つ い て で あれ ， 言明 をなすの に使 われ うる とい

う意 味で
， 主題

一
中 立 的 な シ ン ボル で ある ．後者の シ ン ボル は ，

い わ ゆる

変項 で あ り ， こ の シ ン ボル はい か なる特定の 対象 も表 さず ， 当の 変項を束

縛す る量化子 の 変域は ， 無制約 的なもの と見な され る．こ の 変域には ， あ

らゆる科 学の すべ て の 対象が含まれ る
6》
．論理 法則 の 定 式化 が 変項 と主題

一 中立的なシ ン ボル の み に よ っ て な されてい る とい う点が ， 論理法則 が表

現す る
一

般性 を最 高度 の もの と し ， 論理 法則 の 真 理 を 「最 も
一

般的 な真

理 」， 当の 法則 の み を含 む 「論 理 学」 を 「最 も
一

般 的な科 学 」 とす る ．

フ レ
ー ゲ は

，
そ こ に含まれ る法則の

一
般性の 範囲に よ っ て ， 真理 を問題
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とす る学問 ，
つ ま り科学 が階層化 され る と考 えて い た ．そ の 頂点 に は ， 算

術 を含む 「論理 学」， その 下 に幾何学， 以 下い わゆる経験諸科学とい っ た

具合 に ， 諸科学はそ こ に含まれる法則の
一
般性 の 範囲によ っ て 階層化 され

る ．そ して 「論 理学 」の 他の あ らゆる諸科学 へ 適用の 可能性 は ， 論理 学が

こ の よ うな階層 の 頂点にある こ とか ら説 明 され る．

この よ うな一
般性 の 階層の 頂点に ある こ との み をも っ て 論理 学 を他の 諸

科学と区別 す る とい うこ とは
7〕

，
「論理 学」の 独 自性 を実在 か らの 抽 象度の

程度に の み 基づ ける こ とに等 しい ．例 えば物理 学は ，
「熱」や 「重 量 」 と

い っ た語彙を含む法則に よ っ て 実在の ある側 面 にか か わ り， ま た こ の よ う

な語彙の 法 則 へ の 登 場がそ の
一

般性 に 制約 を与 えて い る．こ れ に対 し論理

法則 は ，
こ の よ うな特定の 主題 に関す る語 彙が登場 しない にせ よ ， 真と さ

れ る ある内容 を もつ ．そ してそ の よ うな法則 の み を含む 「論理 学」は ，
い

わ ば 「実在の 最も普遍 的な特徴」 に か か わ る とい っ た見か けが生 じ る
S｝
．

2　ウィ トゲン シ ュ タイ ン によるフ レ
ー

ゲ批判 と 「論理的な
一
般性」

　ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン の 考 えで は ， 論理学 ＝ 科学 とい っ た フ レ ー ゲの 見

解の 背後 には ，
「論理 的な

一
般性 と通 常の

一
般性 との 同

一
視」 があ る．ゆ

えにフ レ ー ゲの 見解 へ の 批判 とは ， 論理 的な
一

般性 と通 常の
一

般性 とを

ま っ た く異 なる もの と して 捉える こ とで ある ．それで は
， ウィ トゲン シ ュ

タイン の考 える 「論理 的な一
般性 」 とは何 か ．

2−1　 「すべ て 」 とい う観念 とフ レー ゲ批判

まずは ウィ トゲン シ ュ タイン に よる批判の 表明か ら話 を始 め る．

　わ た しは すべ て とい う概念 （Begri　ff　Alle）を真理 関数 と切 り離す，

　フ レ ー ゲとラ ッ セ ル は ，

一
般性 （Allgemeinheit）を論理積また は論理

和 と結合 して 導入 した ， これに よ っ て 二 つ の 観念が含まれ る
“

（ヨx）．fx
”

，

“

（x）．fx
”

とい っ た命題 が理 解 しがた くな っ て しま っ た ．（T5
・521）

こ の 所見 にはややこ しい 事情が ある． こ の 時期 ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン
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は ， 量化子 が真理 関数的 に （つ ま り連言 も し くは選言に）解釈可能で あ る

と考 え
9）

， ま た こ の 考え を ，
フ レー ゲ

，
ラ ッ セ ル も共有 して い る と誤 解 し

てい た．こ の 二 つ の 誤解を差 し引 くな らば ， こ こ で ウィ トゲン シ ュ タイ ン

は ，
「す べ て とい う概念 j，

「一般性」 を量化 （引用 箇所の 表現 で は 「真理

関数 」）か ら切 り離す こ と を主 張 して お り，
フ レ

ー
ゲ とラ ッ セ ル は ，

「一 般

性 jを量化 と結合 して 導入 して い る と批判 されて い る．こ こ で ウ ィ トゲ ン

シ ュ タイ ン が量化 と切 り離すべ き で ある と主張 す る F一般性」が ， ウィ ト

ゲ ン シ ュ タイ ン の 考え る 「論理的 な一 般性 」で ある．そ して
一
般的命題 に

含 まれ る 「二 つ の 観念」 とは ，
「論理 的な

一
般性 」 と量化 子 に よっ て 表現

され る通常 の
一

般性 で ある． 要 す る に ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン は こ こ で
，

「論理 的な
一

般 性」 と通 常の
一般 性 とを二 っ の 独 立 した観念 と考 え ，

フ

レ
ー

ゲ は こ の 二 つ の 観念 を同
一

視 した と批判 して い る． 「T6 ・1232」で は

通 常の
一
般性に比 して

，
「論理 的な一 般性 」 が 「本質的」 で あ る と述 べ ら

れ て い る．それ で は 「本 質的」 とい う語 に よ っ て 通 常の
一

般性 と区別 され

て い る ，
「論理 的な

一
般性」 とは い か なる もの か ．

　 2−2　表現 の 形式 の 明 示化 と 「論理 的な
一

般性」

　 ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン の 考 える 「論 理 的な
一

般性」 とは ， 表現 （シ ン ボ

ル ）は形式 （他 の 諸表現 との 有意味な結合の 可能性）を前提 とす る とい っ

た彼 の 表現 に 関す る洞察 に基づ い て い る．

　表現 とは ，
「命題 の 意義 を特徴 づ ける命題 の 各部分」で あ り ，　 「命題 自

体 も一
つ の 表現で ある」（T3

・31）．ま た
，

「表現 とは ， 命題の 意義に と っ

て 本質 的な も の で あ り ， 諸 命 題 が 相互 に共 有 し うる もの の 全て で あ る」

（ibid．）。
“ fa

”

，

“

aRb
”

，

“

aRc
”
な どの 諸命題 を例 に考 え るな ら ， そ こで は 表現

“

a
”

が相互 に共有 され，
こ れ らの 命題 はい ずれ も表 現

“

a
”

の 意 味に 関 して

何事か を述べ る よ うな意義をもつ ．つ ま り表現 は ， それが 登場す る諸命題

の 意義を特徴づ ける．表現は ， それが 登場 し うる諸命題 の 形式 もま た特徴

付 ける （ibid．）．

　表 現 は ， そ れ が 登 場 し得 るすべ て の 命題 の 形式 を前提 とす る ．表 現

は ， あ る ク ラス の 諸命題 に共通 の
， 特徴 的な メル ク マ

ー ル で ある．（T3
・
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311）

　こ の 所見 に現れ る fすべ て 」が ウィ トゲン シ ュ タイ ン の 考 え る 「論理 的

な
一

般 性 」 の
一

例で あ る． こ こで 言及 され て い る 「ク ラ ス 」 は ，
「論理 的

な一般性 」に よ っ て 特定され る ．そ して こ の 特定の 可能性は ， 表現が形式

を前提 とす る こ とに基づい て い る．以下で こ の 点 を説 明す る．

　表現
“

a
”

を例 と し て 考 え るな ら ， こ れ は
“ fa

”

，

“

ga
”

．＿ ．とい っ た命題 の

形式 φa （φは変項）や
“

aRb
”

，

“
aR 。

”

＿＿ とい っ た命題 の 形式 aRx を前提 と

して い る．こ の こ とは， 表現
“

a
”

が ， 命題 を形成する た めの 他の 諸表現 と

の 有意味な結合の 可 能性 を前提 と して 成立 して い る とい うこ とで ある．表

現
“

a
”

の 登 場 し うる 諸命題 は あ る ク ラス を形成 し ， こ の ク ラス を特徴づ け

る メル クマ ール は ， 表現
“

a
”

の 登場で ある ．例 え ば “

a
”

外の 部分を
一

括

し て 変項 ξで 表す こ とが 可能で あれ ば ，
こ の ク ラ ス は

“

ξa
”

で 特定 され よ

う．そ して こ の ξに代入 可能な項 を代入 す る こ とで
，

こ の ク ラス の 成員 で

ある ，

“

a
”

を含む諸命題が 生 じる
ゆ ．

　した が っ て 表現は ， それ が特徴づ ける 諸命題 の
一

般 的形 式に よ っ て描

出 され る ．

　しか もこの 形式 にお い て は， 表現が定項的 ， 他の 全 て は 可変的とな

る．（T3
・312）

　表現
“

a
”

が特 徴付 け る諸命題 の
一
般 的形式で あ る

“

ξa
”

は ， 表現
“

a
”

が

前 提 とす る結合 の 可能性 （形式 ）を 明示 して い る とい う意味で ， 表 現
“

a
”

の 適切 な描 出で ある．こ の
“
ζa

”

は ，
「当の 表現 を含む 諸命題 を 自らの 値 と

す る変項」，
「命題 変項 （Satzvariable）」 とも呼 ばれ る （T3

・13）．

　表現の 適切 な描出は ， 命題変項 として の 描 出で ある．その 変項へ の 代入

可能な項 の 代入 は ， 必 ずあ る命題 をその値 とす る （文 脈原理 ）と言 う意味

で ，
「変項 はい ずれ も命題変項 と見なす こ とが で きる」（T3

・314）．

　表 現が ， 他 の 諸 表 現 との 結合 の 可能性 ，
つ ま り形式 を前提 とする とい う

こ とは ， 表 現 が 命題 変項 と して 適切 に描 出 され る とい うこ とで あ る．そ し

て 「命題 変項 がい か なる値 を取 る こ とが許 され るか は ， 前以て 決ま っ て い
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る」（T3
・ 316）． 「命題 変項の 値 の 確定 とは

， 変項が共通の メル ク マ ー ル と

な っ て い る諸命題 を陳述す る こ とで あ る 」（T3
・ 317）が ゆえに ， 表現には，

それ をメル ク マ
ー

ル とす る諸命題 の ク ラス が対応す る．

　表 現は形式 を前提 と し ， 当の 形式は ， 命題変項 として 表現を描出す る こ

とに よ っ て 明示 され る．そ して 命題変項が い か なる値を取る こ とが許 され

るか は ， 前以 て 決ま っ て い る．ウィ トゲン シ ュ タイ ン の 考え る 「論理 的な

一
般性」は ， 命題 変項の 値の 確 定とい っ た こ の 場面で 現れ る

1り
．例 えば表

現
“

a
”

は ，

“

ξa
”

と描出 され るこ とで
， それが前提 とす る形式 が 明 らか とな

り
，

“

ξa
”

は
， 当の 形式 を共 有す るすべ て の 命題 の ク ラス を特 定 して い る ．

「一般性の 表示 （Allgemeinheitsbezeichnung）は変項 と して 現れ る」（T5・523）
の で あ り ， 量化子 の 使用 とは 結び つ い て い な い ．

　以 上 の こ とか ら， ウィ トゲ ン シ ュ タ イ ン の 述 べ る 「論理 的な
一

般性 」に

つ い て 次の よ うに言える だ ろ う．表現 が形式 を前提 とす る とい うこ とは，

表現がか か る 「論理 的な一般性 j を前提 とする こ とにほ か な らない ．表現

の 形式が 変項の 使用 に よ っ て 明示 され る と同時 に ，
「論理 的な

一
般性 」 も

我々 の 前に現れ る．っ ま り 「論理 的な
一

般性」は ， 表現の 有意味性 の 条件

を明 らか に す る とい う構文論的な試み によ っ て 我 々 に与 え られ るの で あ

り
，
フ レ ー ゲ の 述べ る論理 的な一

般性 の よ うに ， ある特定の
一

般的命題 に

よ っ て表現 され ， そ れ が真 で ある こ とに よ っ て成 立 す るの で は ない ．

　 2−3　
一

般的命題 が含む二 つ の 観念

　それで は ，
「論理 的な一 般性 」 が通 常の

一
般性 に 比 べ て 「本質的」 と呼

ばれ る意味は どこ にあ るの で あ ろ うか ．そ の 意味は
， すべ て の 表現が 「論

理 的な
一

般性」を前提 に成立 して い る とい うこ とに あ る．こ の こ とは
一

般

的命題 に 関 して も例外で は ない ．

　先に
一
般的命題 には，

「論理 的な
一
般性」 と通常の

一
般性 とい っ た二 っ

の 観念が含まれて い る と述べ られてい た．
“

（x）．fx
”

を例 に取る な らば ，
「論

理 的な一般性 」 は
“ fx

”

に よ っ て 示 されて い る．つ ま り
“ fx

”

は ， 命題変項

とし て ，

“ fa
”

，

“ fb
”

，

“fc
”

，
＿＿ とい っ た値 を確 定 して い る．

“

（x）
”

とい っ た 量

化 子 は
，

“ fx
”

か ら特 定可 能 な こ れ らの 諸命題 の ク ラス に対 して ， 連言的 に

か か わ る こ と を表 示 して い る に過 ぎ ない
12）

．量 化子 が機能 し
，

一
般 的命題
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が通常の
一

般性 を表現す るた めに は ， そ こ に含まれ る命題変項 の 値 がまず

確 定 して い な くて は な らない ．つ ま り ，

一
般 的命 題 に よっ て 通 常の

一般性

が表現 され るために は ， ウィ トゲ ン シ ュ タ イ ン の 言 う 「論理 的な
一

般性 」

が 前提 と され な くて は な らない ，こ の こ とが ，
「論理 的な

一
般性 」 が通 常

の
一

般性 に比 べ て 「本 質的」 と呼ばれ る意味で あ る．そ して この よ うな

「論理 的な
一

般性」に の み論理 学は かか わ る とい うの が ウィ トゲン シ ュ タ

イ ン の 主張で ある．

3　 「論理的な
一

般性 」 と論 理学の 位置付 け

　それで は ，
「論理 的な一般性 」は ， 『論考』におい て い か なる役割を果 た

して い るの か ．『論考』序文に おい て 語 られ て い る 「語 り得 る もの の 境界

は 言 語の 内側か ら画 定 され る」 とい う考えは ，
こ の 「論理 的な

一
般性 」に

基 づ い て い る． こ の 点を以 下 で 明 らか に し て行 く．

3−i 論理的原型

まず ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン の 以 下の 所見 の 解釈 か ら話 を始 める ．

　対象が 与え られて い る場合 ， こ れ とと もにすべ て の 対象 もまたすで に

与 え られ て い る 。

　要素命題 が 与 え られ て い る場 合 ，
こ れ と ともにすべ て の 要素命題 もま

た与 え られ て い る．（T5
・524）

　こ こ で 言及 され て い る 「すべ て 」は ，
「論理 的 な

一
般性 」で あ る．で は ，

こ の よ うな
一

般性 に よ っ て
，

い か に して対象か らすべ て の 対象が与 え ら

れ ， また要素命題 か ら ， すべ て の 要素命題 が 与 え られ る とい え るの か ．

　対象 が我 々 に 与 え られ るの は ， 直示 に よ っ て で は な く， あ くま で 表現 の

指示 対象 と して で ある と しよ う．例えば， 表現
“

a
”

の 指示対象 として ， 対

象 a は 我々 に 与 え られ る． 表現
“

a
”

の 適切 な描出は ， 例えば
“ fa

”

の
“ f

”

を変項 ξで 置き換えた命題 変項
“

ξa
”

として の 描出で あっ た． ウィ トゲン

シ ュ タイ ン は ， すべ て の 定項 を変項で 置き換えた 際に残 る もの を
，

「論理
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Philosophy of Tokyo Metropolitan University

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Phllosophy 　of 　Tokyo 　Metropolrtan 　Unlversrty

110 哲 学 誌 41 号

的原型 」， もし くは 「論理形式」 と呼ぶ （T3 ・315）．わ た しの 例で は，

“

ζa
”

の
“

a
”

を変項 x で 置 き換 えた 際 に残 る ξx が 論理 的原型 に 当た る．
“

ξa
”

が
，

ξx の x へ の
“

a
”

の 代入の 結果 とみ なされ うる よ うに ，

“

ζa
”

は論理 的原型 ξx

を前提 と して 成 立 して い る．そ して こ の こ とは ，

“

ξa
”

が ， 論理 的原型 ξx

の x に代入 可能 なす べ て の 表現 ξに 代入 可能 なすべ て の 表現 ， そ して こ

れ らの すべ ての 表現 か ら形成可能 なす べ て の命題 を前提 として成立 して い

る とい うこ とで ある．
“ fx

”

な どの 他の 表現 に関 して も話 は 同 じで ある ．

　
“

ξa
”

は
“

a
”

をメル ク マ
ー

ル とするす べ て の 命題 の集合 を特 定 してい た ．

これ に 対 して 論理 的原 型は 文字 どお りす べ て の 命題 を特定す る．い わば命

題 を含む すべ て の 表現 が ， この よ うな論理 的原型 ， 論理 形式 を前提 と して

成立 して い る．

　論理 的原 型 ξx を前 提 とす る命題 を要素命題 と仮定す る な ら
L3）

， ウィ ト

ゲ ン シ ュ タイ ン の 所 見 は次の よ うに解釈 され る ．対象 a は
“

ξa
”
の 指示 対象

として 与え られ る，
“

ξa
”

は論理 的原型 ξx を前提 と して 成 立 して い る．ξx

の x に代入 可 能な名前の 指示 対象 を仮 に 「対象」 と呼び ， ξに は ， 名 前の

配列の 仕方がは い る とすれば
14）

，

“
ξa

”

は ξx を前提 とす る こ とで ， すべ て

の 対象 ， お よび そ の 配列 法 を前提 と して 成立 して い る．また 要素命題 を仮

に
“ fa” とす るな らば ，

“ fa
”

も ξx を 前提 と して成 立 して い る ． した が っ て

“ fa
”

は ，　 x に代 入 可能な す べ て の 名前 ， ζに代入 可能な名 前の 配 列 法 の す

べ て を前提 とす る こ とで ， すべ て の 要素命題 を前提 として 成 立 して い る．

こ れが先の 引用箇所 で ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン が 主 張 して い る こ との
一

つ の

解釈で あ る ．

　あ らゆる表現 を表現 た らしめ る もの
，

つ ま り論理 的原型 ， 論理形 式 を指

摘す る こ とは ， 表現の 論理 的構文論的振舞 い を隈な く特徴付 け る こ とで あ

る ．そ して この こ と と同 時に
， す べ て の 対 象 ， す べ て の 要素命題 が い わ ば

一
挙 に与 え られ る ．対象すべ て の 境界 ， 要 素命題 すべ て の 境界は

， 表現の

論理 形式 を明 らか にす る とい っ た構文 論的探求 に よ っ て 「言 語 の 内側 か

ら」画定 され るの で あ り，
「言 語 の 外側 か ら」，

つ ま りある特定の
一

般 的命

題 が真か否か を探求する こ とをもっ て 画定す るの で は ない ．先に
一

般 的命

題 につ い て 論 じた こ とか ら明 らか なよ うに ， む しろ こ の よ うな探求その も

の が
， す べ て の 対象 ， す べ て の 要素命題 を前提 として 初 めて 成立 す る ．
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　 3−2　フ レー ゲの 「論理 的な基礎連関」

　そ れ で は フ レ ー ゲに は
， ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン の 言 う意味で の 「論理的

な
一

般性」に相 当す る概念は ， 存在 しない の か ．もちろん答 え は否 で あ る．

命 題 にお け るそ の 部分表現を変項 へ と変え ， こ れ に よ り論 理 形 式を 明示 す

る とい うウィ トゲ ン シ ュ タイ ンの 方法 は ， 明 らかに フ レ
ー ゲか らの 遺産 で

あ る．

　『算術の 基本法則』にお い て フ レ ー ゲの 援用す る除去 （Ausschliessen）

とい う構文 論的 な方法 は ， 命題 に お け る全 て の 定項 ， 更 に は変 項 を も

最 終 的 には 除去 して ， 項場所（Argumentsstelle）の み を残 す ． 例 え ば

“ F（a）
”

，

“ R （a，
b）

”

，

“

（x），F（x ）
”

は ， 項場所 を指示 する メ タ 変項 を用 い て ，

そ れ ぞ れ
“

φ（ξ）
”

，

“

Ψ （ξ， ζ）
”

，

“

pfiφ（β）
”

と表 記 され る ．　 rAusfUhrungen

＿」 で は ，
こ う した 「ξが φ0 の 下 に 帰 属 す る （fallen　unter ）」 や 「φ

が μ50 に 内属す る （fallen　in）」 とい う事態 は ，
「論 理 的 な基礎 連関

（Logische　Grundbeziehung）」と称 され て い る
ls）

，こ れ が ウィ トゲン シ ュ

タイ ン の 言 う 「論理 形 式 」 に 相 当す る ．

　また ，

“ F（a）
”

の
“
a

”

を除去す るこ とで 取 り出 され る概念語
‘‘F（ξ）

”

が有意

味で あるた め に は ， ξに代入 可能なすべ て の 名 前に関 して
， 代入 した全体

は意味 を持 た な くて は な らない
16）
．こ の よ うな 「概 念の 有意味性条件」に

現れ て い る 「す べ て 」 は
， ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン 的 な意味 で の 「論理 的な

一
般性 」 で あ る．

　 とす るな らば ，
フ レ

ー ゲにお い て も ， 構 文 論的な次元 で は ウィ トゲン

シ ュ タイ ン の 述 べ る 「論理 的な
一

般性 」の 概念 も存在す る こ とに なる ，フ

レ
ーゲは こ の よ うな構文論的な次元 で の 洞察に 基 づ き ， 理 想的な表記法 で

あ る 『概念記 法』を開発 し ， 更に そ の 上 で 算術を基礎づ け うる よ うな法則

の 確 立 を公 理 的な形で 展 開 した．そ して そ の 法則 の 持っ 「最も
一般 的」 と

い う特徴 に ，
「論理 学」 の 独 自性 を基づ けた ． 冒頭で み た よ うに

， ウィ ト

ゲン シ ュ タイ ン は後者の 側 面 を切 り詰 め ， 前者 の み を 「論理 学の 関心事」

と して残す．そ して こ の こ とに よ っ て ， 論理 学 は命題 の 有意味性条件 に の

み 関わ る ， とい っ た 独 自性 を持つ とされる ．それで は ，
この よ うな切 り詰

め に よ っ て ウィ トゲン シ ュ タ イ ン の考 え る論理 学は ， い か なる もの となる

の か ．
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　 3−3　命題の 一般的形式 と論理 空間

　ウィ トゲン シ ュ タイン は ， す べ て の 命題 が以下の よ うに与 え られ る と主

張す る．

　すべ て の 要素命題 が わ た しに与 え られ た と し よ う．そ の ときた だ ち

に
， それ らか らい か なる命題 が構成可能 か ， と間 うこ とが で きる．そ し

て そこ で わた しはすべ て の 命題 を持つ の で あ り， それ らは こ の よ うに境

界付 け られ て い る．（T4 ・51）

　 ウ ィ トゲ ン シ ュ タイ ン は
， すべ て の命 題 （一 般 的命題 を 含む ）が 要

素命 題 か ら真 理 関数的 に 構成 可能 で ある と考 えた ．要 素命題 か ら真理

関数 的 に構 成 され るす べ て の 命 題 は ， ［う， もN （ζ）］をそ の
一

般 的 な形 式

と し て い る （T6 ）．こ の よ うな一般 的な形式 の 指摘 に よ っ て ， い まやす べ

て の 命題 が
，

一
挙 に我 々 に与 え られ る．つ ま り語 り得 る もの の 境界が ， 構

文論 的探求 に よっ て ， 言語 の 内側 か ら画定され る ．そ して 命題 問の 論理 的

関係 （含意や矛盾 な ど）も ， そ の とき同時に与 え られ る．こ の 点 を以 下で

説 明 しよ う．

　ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン は
，

“fa
”

と
“

（ヨx）．　fx．　x ≡ a
”

が 同 じ命題だ と考えて

い た （T5
・47）．後 者の 命 題 に 顕著 な点 は ，

“ fa” が
“f ”

と
“

a
”

との 単な る合

成で はな く ， 形式 が前提 とされ て い る こ とを
“ fx

”

の 登 場 に よ っ て 明 らか

に して い る こ とで ある．
“

（ヨx）
”

を
“ 〜（x）

〜”

と書 き換 えれば ，

“

（ヨx）．fx．　x ＝ a
”

に は ， 普遍 量化子 ， 否 定， 連言 が登 場 し， こ れ らか ら
， 他 の すべ て の 論理

定項が 導 出され る．つ ま り ，

“fa
”

は ， 諸論理 定項が作 る論理空 間を前提 と

して 成立 して い る．そ して こ の 論理 空間を織 り成す
一

本 の 糸が
， 命題の

一

般形式 と呼 ばれ る もの で あ る．

　 ウィ トゲ ン シ ュ タ イ ン は ，
「命題 が 真で あ る こ とを可 能 とす る もの 」 が

論理 学の 関心事で ある と述べ て い た．論理 空間 こ そ が ， こ の よ うな可能性

の 空 間で ある．
“ fa

”

とい っ たた っ た
一

つ の 命題 で す ら， 語 り得 るこ とすべ

て を前提 と し ， 同時に論理 空間 をそ の 背後 に持つ ．そ して こ の こ とを明 ら

か にするた め に必 要 とされ るの は ， 構文論 的な探求で あ る．

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Philosophy of Tokyo Metropolitan University

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Phllosophy 　of 　Tokyo 　Metropolrtan 　Unlversrty

ウィ トゲン シ ュ タイ ン 前期の フ レ ーゲ批判 113

4　 フ レ ー ゲの 論理観へ の 批判の 意味

　以上 で 私は ， 冒頭で 述べ た課題 の 前半を果 た した と信 じ る ．以 下で は ，

ウィ トゲン シ ュ タイ ン をフ レ
ー ゲ的 「論理学」概念の 切 り詰め へ と走 らせ

た
，

「哲学的動機 」 が何 か を明 らか に したい ． なぜ ，
「1」 で 見た よ うなフ

レ ー ゲ の 論理観は批判 されね ばな らな か っ た の か ．

　 4−1　体系 と全体

　ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン は ， 『ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン とウ ィ
ー

ン 学団』に

収 め られ た付論 「全体 と体系」 に お い て ，
「論理 的 な

一
般性」 と通 常の

一

般性の 区別 を， それ ぞれが 与え る集合の 区別 として 定式化 して い る．そ こ

で 彼 は ， それ ぞれ が構成す る集合に本質的 な区別 が存在 す る と論 じ ， こ の

区別 を 「体系 （System）」 と 「全体 （Gesamtheit）」 とい っ た 言葉で 表す． こ

こ で も 「こ の 区別 は ，
「有意味」 とい う語 と 「真 」 とい う語 の 区別 に関係

して い る」（WWK 　213 ）．

　 ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン は ，
「この 部屋 の 中に あ る帽子 の 集合」 の 特定に

関 して ， 大略次の よ うに述べ てい る （WWK 　213）．「こ の 部屋 の なか にあ る

帽子の 集合」を与え る 「ある性質 （命題 関数）」を
“fx

”

で 表す とする．我々

が この 性質を知 る，
つ ま り

“ fx
”

の 値 と して 確定 され る諸命題 の 集合が ど

の よ うな集合か を知 っ て い たにせ よ，
こ の こ とか ら直接 「こ の 部屋 の なか

に あ る 帽子 の 集合」を特定す る こ とはで きない ．この 特定 には ，
こ の 集合

に属す る命題 の うち の どれ が真で あ るか を知 らな くて はな らない ．っ ま り

当の 性 質の 外延で ある 「こ の 部屋 の なか に あ る帽子 の集合」は ，

“ fx
”

が特

定す る諸命題 の 集合 の 部分集合で ある．こ の 部分集合の 境界 は 「経験」に

よ っ て 引か れて い る ， これ に対 し
“ fx

”

が特 定す る諸命題 の 集 合は ，

“ fx
”

の 「有意味性 の 範囲」 として 特定 されて い る，

　 この 話は ，
「2−3」で みた一 般 的命題 に 関す る説明 と同 じで ある．ウィ ト

ゲ ン シ ュ タイ ン は こ の 点を以下の よ うにま とめて い る．

　真なる命題 の 集合は ， 有意味な命題 の集合 とは全 く異な る仕方で
，境

界 づ け られ て い る． 真なる命題 の集 合に お い て は ， その 境 界は経験 に
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よ っ て 引か れ るの に対 し，有意味な命題 の 集合にお い て は
， そ の 境界 は

言語の 構 文論に よっ て 引かれて い る の で ある．経験 は ， 真なる命題 の 集

合を外 か ら境界づ けるの に対 し ， 構文論は有意味な命題 の 集合を内か ら

境界づ け るの で あ る。か く して 命題 関数 の 意 味領域 （即 ち， それ に対 し

て fxが有意 味に なる とこ ろ の
， 変項 x の 値の 全 体）は

， そ の 命題関数

の 性質に よ っ て 内か ら境界 づ けられて い るの で ある。（WWK 　213 −214）

　言語 の 構文 論 に よ っ てそ の 境界が 引か れ て い る 「有意 味な命題 の集合」

は 「体系」を成 し ， 経験 に よ っ て その 境界が 引か れ て い る 「真 なる命題 の

集合 」 は 「全体」 を成す．以 下で は こ の 「体系」 とい う概 念 を よ り明確化

し ， 『論考』に おける 「論理 的な
一

般性」 との 結び付きを示 した い ．

　「長 さに つ い て の 言明は ある体系の 中に ある」 とい うこ とで ， ウィ トゲ

ン シ ュ タイ ン が 主 張す る こ とは ， ある物が 3メ
ー

トル の 長 さで ある とい う

こ との 理 解が ， それ が 5 メー トル の 長 さで ある とい うこ との 理 解を含ん で

い る とい うこ とで あ る （WWK 　89）． ウィ トゲン シ ュ タイ ン は こ の こ とを ，

「長 さに つ い て の 言明 は ， 既 に 可能な長 さの 空 間の 中に あ る」 と言い 換 え

て い る ．

　 こ の こ との
一一

般 的な定式化 は次 の よ うに与 え られ る （WWK 　89−91）．命

題
“fa

”

の 理解は ，

“ fb
”

，

“ fc
”

， ．．＿の 理解 を前提 と し ， ま た
“
ga

”

，

“ha
”

，

“

aRb
”

，

＿ ．の 理 解 も前提 とす る ．前者 の 理解の 連 関は ，

“ fa
”

の
“

a
”

を変項 に置 き

換える こ とで ，

“ fx
”

が特定す る諸命題 の 「体系」 として把握 され る ，後者

の 理 解の 連関は ，

“fa7
’

の
“f

”

を変項 に 置 き換 えた
“

ζa
”

が 特定す る諸命題 の

「体系」 と して 把握 され る
17）． こ の こ とが ， どん な命題 もある論理 空間の

中に ある とい うこ とで ある．
“ fa

”

の す べ て の 定項 を変項で 置き換 えた論理

形式 ζx は ， こ の 論理 空 間 を明 瞭に示 す ．

　こ こ で ， 『論考』にお ける 「論理 的な
一

般性 」 とい う概念 と 「体系」 と

い う概念の 関係が理解で き よ う．命題 は， その 理解 に際 して相互 に連関し

て い る
ts，
．こ の 連関は

， 命題の 定項 を変項 に置き換える とい う構 文論 的な

操作 に よ っ て ， 明 らか に され る．こ の 場面で 「論理 的な
一

般性 」は 登場す

る． そ して こ の よ うな相互 に連関 した命題は ，

一
つ の 「体系」 を成す，
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　 4−2　空間点の 集合 と可能性の 空間

　それ で は ，
「体系」 と 「全 体」 を 区別 す る こ との ポイ ン トは 何か ． ウィ

トゲ ン シ ュ タイ ン は ， 空 間点の 集合が，
「体系」 を成す と考え ， 空 間点の

我 々 へ の 与 え られ方 か ら ， こ の ポイ ン トを説明す る．

　我 々 は ， 空間点 とは何 か を ， あ る現実の 対象 に 関す る記 述 を有意 味なも

の とす るの は何か を明 らか にする論理的分析 の 結果 ，
「空 間点 を意 味す る

記 号の 有意味な使用に 着目す る こ と」 に よ っ て 知 る （WWK 　213）． ゆえに

「空 間点は ， 我々 の 命題 に現実の 対象とは全 く異な っ た もの と して 現れ る」

（ibid．）．こ の 論理 的分析 がい か な る仕方 で 実行 され うる の か は不 明 で あ る

が ， そ の 論点は 次の よ うな もの で ある （WWK 　213）．物体の 位置の 記述 は ，

「それ が真で あろ うと偽 で あ ろ う と， ある可能 な事態に対応 して 」お り， こ

の 可 能性 が ， 空 間点 で ある．した が っ て 「こ の 可能性 は ， そ の 物体の 位置

を記述す る命題 が有意 味で あ る こ とに よ っ て
， 表現 され」，

「空 間点 の 全 体

は ， 物体の 位置の 可能性 の 全体に対応 し ， それ ゆえそれは ， 有意味な命題

の 集合に対 応す る」．

　 こ の よ うな仕 方 で ， 空 間点 と現実の 対象 とを区別す る こ との ポ イ ン ト

は ，
「空間点 を現実の 出来事か ら構成」（WWK 　214）し よ うとす る見解 （ウィ

トゲ ン シ ュ タイ ン は こ れをラ ッ セ ル に 帰 して い る）を ， 批判す る こ とに あ

る ．

　こ の 見解に反 対 して ウィ トゲン シ ュ タイ ン が提 出す る見解に よれば， 空

間点の 集合 ，
つ ま り物体の 位置に関す る可能性の 空間は ， すべ て の 空間点

を与える こ とが可能 な， 当の 空聞の 原理 （再帰 的な もの で ある とい う以 外

に ，
こ の原 理 が い か な る もの で あ るか は不 明 で は あるが）に よ っ て ， 空 間

点 の 間の 諸 関係 と ともに ，
い わば一

挙 に与え られ る （WWK 　215）．つ ま り

空間点の 集 合は 「体系 」 を成す．こ の 見解 に よれば ， 可能性 とは経験 に先

立 っ て 展望 され て い る もの で あ り， 我々 は可能性の 中に お い て 初め て何 か

を発 見する （WWK 　214）．発 見 された 事実か らの
一

般化に よ っ て ， 新たな

可能性が付 け加 えられた り， ある可能性 がい ま だ未知の 事実に よ っ て 前以

て 排除 され た りは しない ．ま た空 間点相互 の 関係が新たに発 見 され る こ と

もない ．

　 ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン は次の よ うな議論 か らこ の 点 を明 らか に しよ うと
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す る （WWK 　214）． 自己 を起点 と した 空間把握 にお い て ， あ る物体が こ こ

に あ る とい う記述 が理 解 で きる人は ， 当然 ， あ る物体がそ こ に あ る ， 向 こ

うに ある とい う記述 も理 解で きる．こ の 理 解の 連 関が ない 人 ， 例 えば 前者

の 記述は理 解 で きるが ， 後 者 の 記 述が理 解 で きな い 人 に は
， 我 々 と同 じ よ

うな空間把握 を帰す る こ とはで きない ．そ もそ も前者の 記述 です ら， 我 々

と同 じよ うに理解 してい る とは言 えない だ ろ う．こ こ で ウィ トゲン シ ュ タ

イ ン の 持 ち出 して い る論点は ， 命題理 解の 相互 連関性 とい う，
「体系」成

立 の 基盤 となる概念で ある．しか し先 の ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン の 反対す る

見解 に よれ ば ， この こ とは 単に ， そ の 人 が こ の よ うな事実を経験 した こ と

が な い か ら とい う事 に な っ て しま う．

　 「あ る 体 系 の 原 理 を知 る な らば ， 我 々 は そ の 全 体 を 知 る の で あ る」

（WWK 　216）とある よ うに ， 空間点の集合 ， つ ま り物体の 位置に 関する可

能性 の 空間は ， 全 て の 空 間点 を与 える こ とが可能な ， 当の 空間の 原理 に

よ っ て ， 空 間点の 間の 諸関係 と共 に ，
い わば

一
挙 に与え られ る．そ して こ

の 空間は， 物体 の位置に 関する有意味な命題 の 範囲に対応す る とい う意味

で
，
こ れ らの 命題 を有意味な もの とす る構 文論的な可 能性の 空 間で あると

も考 え られ る．「全体」 に対 して 「体系」を持 ち出す こ との ポ イ ン トは
19｝

，

こ の よ うな可能性 の 空 間が ， ある特定の
一

般的命題が 真で ある こ とに よ っ

て 与 え られ るの で は ない こ とを明 らか に す る こ とに よ っ て ， 可能性 を現実

性 へ と還元 し よ うとす る傾 向 を 断 ち切 る こ とに ある．

結　語

　空 間点 の 集合が ， 物体の 位置 に 関す る記述が 有意味で あ る こ とを可能 と

す る， 可能性の 空間で ある よ うに
， 論理空 間 とは ， 記述全般を有意味 とす

る可能性の 空 間で あ っ た ．そ して 「3−2」 で 見た よ うに ， そ の 原 理 とは命

題 の
一

般 的形式や論 理 形式 で あ る．

　「1−1」で 見た よ うに ，
フ レ

ー ゲは論理法則 とい っ た
一
般的命題に 「論理

学」を基づ けて い た ．こ こ か らフ レ ー ゲ は ， 論理 学をそれ 固有の 真理 を扱

う科学 と見 なす にい た っ た ． 「実在 の 最も普遍的 な特徴」 に か か わ る と

い っ た フ レー ゲ 「論理 学」の 見 か けは ， ウ ィ トゲ ン シ ュ タイ ン の 目か ら見

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Philosophy of Tokyo Metropolitan University

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Phllosophy 　of 　Tokyo 　Metropolltan 　Unlverslty

ウィ トゲン シ ュ タイ ン前期 の フ レーゲ批判 117

るならば ， 可能性 を現実性 へ と還 元す る こ とに ほ か な らな い ．ウ ィ トゲ ン

シ ュ タイ ン に と っ て 可能性 とは徹 底 して 構文 論的な観念 で あ る （WWK

215）．こ れ が フ レ
ー ゲの 論理 観 に 対す る批判の 哲学 的動機 で あ る，しか し

「3・2」 で 見た よ うに ，
フ レ ー ゲ に 「論理的 な

一
般性」 もし くは 「体系」 に

相当す る概念がない わ けで は ない ．む しろ フ レ ー ゲに とっ て の 主眼は ，
こ

の よ うな構 文論 的な次元に止 ま らず ， 更に そ うした基 礎の 上 で ， 法則 の 確

立 を公理 的 な形 で実行す る こ とで あ っ た ．ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン は ， こ の

主眼を切 り詰め ，
こ の 切 り詰 め をその 独 自性 とす る よ うな 自らの 論理学 を

提唱す る ．そ して ウ ィ トゲ ン シ ュ タイ ン を こ の 切 り詰 め へ と走 らせ た 「哲

学的動機」 とは ， 可能性 を現実性 へ と還 元す る こ との 拒否 とい う， 生涯彼

をと らえて離 さなか っ た信念で ある．

注

1） 「概念記法 」 とい う概念が ，フ レ
ーゲや ウィ トゲ ンシ ュ タイ ン に と っ て い か な

　 るもの で あ っ た か は ， 次 を参照 ．Daiamond
，
　C．

，

‘What　Does　a 　Concept−Script　Do ？
’

，

　 in： The　Realistic　Spirit，　MIT 　Press
，
1991

， pp．115−144．

2）フ レ ーゲが 「す べ て の 人間は ＿＿」とい っ た命題 に よ っ て 表現 され る通常の
一

般

　性 と ， 論理 法則 に よ っ て 表現 され る
一

般性を全 く同 じよ うに扱 っ てい る とい う

　評 価は ， 厳密 には正 し くな い ．通常 の 一般性 が ， 量化 と束 縛変項 （フ レーゲの

　 標 記 で は ドイ ツ 文字）に よ っ て 表 現 され て い るの に対 し ， フ レ ーゲの 幾 つ か の

　 公 理 で は ， 自由変項 （ラテ ン 標識）に よ っ て
一

般性が表現 され て い る．したが っ

　 て
， 後に 見 るよ うな ，

フ レ ーゲは量化 と
一

般性 を同
一

視 して い る とい うウィ ト

　 ゲ ン シ ュ タイ ンの 批判 は ， 厳密 には正 しくない ．しか し フ レ
ー

ゲの 体系で は ， 自

　 由変項を含む公 理 が主張 されて い る こ とか ら分か る よ うに ， 公理 は 単な る開放

　 文 で はな く， ある特定の 内容 を持 つ 命題 であ る．以上 の こ とか ら， ウィ トゲン

　 シ ュ タイ ン の批判を最大 限有効に解釈す るた め に
， 本節の 強調部分で 述ぺ られ

　 て い る事態を ， フ レ ーゲに対す るウ ィ トゲン シ ュ タイ ン の 批判の 中心 と解 して

　 論述を進 める．

3）Frege，　G．
，
　Gnindgesetze　der　Arithmetik，　Bd．1， Jcna， 1893，　S，　xv ．

4）フ レ ーゲに よる公理 の 「伝統的」な理解に関 して は ， 次を参照．Burge
，　T．，　Frcge

　 on 　Knowing 　the　Foundation’，　in　Mind　107．1998 ，　pp．305−347，

5）Frege，　G．，
‘Logik’

，in　1＞dchgelassene　Schriften［NS ］，　 Felix　Meiner，1969，　S．139．

6）Weiner，　j．，　Frege　in　Perspective，　Cornell　University　Press
，
1990

，
　p．70参 照．注 3）で

　 述 べ た よ うに ，
フ レ ーゲの 公理 は ， 単に 束縛変項の み な らず ， 自由変項 に よ っ

　 て も定式化 され て い る ．例 えば数式 に現 れ る 自由変項 の 変域が ，通常 は数の み
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　 に制 限 されて い るの に対 し ， 公 理 に現れ る 自由変項 の 変域は ， こ の よ うな制約

　 を持た ない ． どちらの 変項 も ， その 変域 に関 して は無制約的で あ る．フ レ ー
ゲ

　 に とっ て ， 自由変項の み な らず ， 量化 と束縛変項 を必要 と した動機 は ， 例 えば

　 部分否定 と全称 否定 の 区別 の 場合に必 要 とな る，普遍性 の 作用域 を境界付 け る

　 こ とに あ る．

7）こ の こ とが （あ る解釈の 下で は あるが ）フ レ ーゲの 哲学 に引き起 こす緊張に 関

　 して は ， 次を参 照 ．Ricketts
，
　T．

，

‘Frege
，
　the　Tractatus　and 　the　Logocentric　Predica・

　 ment
’
，　in翫 ）鰐 19，1985，　pp．3−15， 特に pp．10−11 を参照 ．

8）こ の 点に 関して は ラ ッ セ ル も同様で ある．Russell，　B．，　lntroduction　to〃Mathemati −

　 cal　PhilosOphy，　Unwin ，
1919

，
　p．169．以上 の 解釈 の 大部 分は ，

「実在の 最 も普遍 的

　な特徴」 とい う言葉 も含めて ， 次の 論文 に負 う．Rieketts，　T．
，
　

‘PictUres
，
　Logic

，
　and

　 the　Limits　of 　Sense　in　Wittgenstein’s　Tractatus’
，
　in　The　Cambridge　Companion　to

　 Mittgenstein，　Cambridge　University　Press
，
1996

，
　pp．59−99．特 に pp．59−64 を参照．

9）こ の 解釈の 利点に関 して ．否 定 は命題 論理 と述語 論理 の どち らに現れ る場 合で

　 も （例 え ば
“〜p

”

と
“
（x ）．・−fx

”

）， 同
一

の 操作と考える こ とが で き る．命題論 理 と

　述語論理 で の 否定 の使用の 違い は ， 単に 当の 操作 が適用 され る命題の 特定仕方

　 の 違い に ある （「T2 ・3」 を参照）．こ の こ とに よ っ て ， 命題 論理 に 現れ る否 定の

　概 念は ， 述語論理 に現 れ る否定の 概念 と同 じもの と見 な され うる（T5
・451）．

　 Mounce
，　H ．0 ，， 〃7ttgenstein

’
s　Tractatus：　v4n 　lntroduction，　The　University　ofChicago

　 Press
，
1981

， pp．65−72．

　困難につ い て ．

　（1）
“

（x）．fx
”
は ，　 x に代入 可能 な対象が無 限な場合に は ，無限の 連言 と同値で ある

　 が ， こ の よ うな無限 の 連言 と， 有限 の 連言を 同 じ もの と見 なす こ とはで きない ．

　 Moore
，
　G ．　E．

，
　Philosophical　Papers

，
　Unwin

，
1959，　pp．297−298．

　（2）ウィ トゲ ン シ ュ タイ ンの
一

般 的命題 の 理 論 では ， 通 常の 量化理 論が カ バ ーす

　る領域 （異なる種類の 量化記 号 を含む命題 の 場合）をカ バ ー
しきれ ない ．　Fogelin

，

　 R．　J．
，
Mittgenstein（2nd　edn ．），　Routledge，1987，　pp，78。82．

10）こ の よ うな洞 察の 背景に は ， フ レ
ー

ゲの 文脈 原理 の 影 響 （T3 ・3）があ る ，なお

　
“

ξa
”

とい っ た表記 を表現
“

ゴ
’

の 適切 な表記 とする解釈は
，

ア ン ス コ ム に よる ．

　Anscombe ，　G．　E．　M ．，　An　lntroduction　to　PVittgenstein’
s　TractatiLs，　University　of 　Penn −

　 sytvania 　Press，1971， P．93．

11）こ の よ うな洞 察の 背景 に は ，
「命題 関数は そ の 値 で ある諸 命題 を不特 定的に表

　示 す る 」 とい っ た ラ ッ セ ル の 命題 関数 に つ い て の ア イデ ィ ア が存在す る と思 わ

　れ る．次を参照．Russell，　B．，　Whitehead．　A．　N ．
，
　Principiaルlathematica，　vol ．　1．（2nd

　 edn ．），　Cambridge　University　Press，1925，　p．39．

12）ラ ッ セ ル に よる 『論考』の 序文 を参照．Russell
，
　B．，

‘lntroduction’，p．　xv ，

13）
“fa

”

を要素命題 ， ξx をそ の 論理 形 式 と仮定す るこ とは厳密 には正 しくない ．こ

　 こで は ， あ くまで 議論 の 単純化 とい う便 宜上 の 理 由に よ っ て こ の 仮定 を して い

　 るに過 ぎない ．

14）述 語が名前 の 配列 の 仕 方を表 す とす る解 釈 は ， 次 の 論文 に負 う．野本 和幸 ，
「現
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　代意味論 にお け る 『論考』の 位置」， 『現代思想』　臨時増刊　総特集 ウィ トゲ ン

　 シ ュ タイ ン
， vol ．13−14収録 ， 青 土社 ， 1985年 ， 372頁 一401頁 ， 特 に 387頁 を参

　 照．

15）Frege，　G ．
，

‘AusfUhrungen　Uber　Sinn　und 　Bedeutung
’

，　in［NSI ，
　S．128．

16）次を参照．野本和 幸 ， 『フ レーゲの 言語 哲学』， 勁草書房 ， 1986年 ， 62 頁 ．

17）エ ヴァ ン ズ は ， 思想 の本来的な構造性 を述べ る 際に ， こ の よ うな洞察を 「一般

　性 制約 （Generality　Constraint）」 と して 定式化 して い る．　 Evans，　G，，　The　Varieties　of

　 Reference，　Oxfbrd　University　Plress，1982，　pp．100−105．

18）ウィ トゲ ン シ ュ タイ ン 中期 におけ る 「体系」 とい う概念の 重 要 な側 面 は ， 命題

　 が単独 で 真偽 の 検証 に さら され るの で は な く ，
「体 系」を こみ に して検証 され る

　 とい う側 面 で あ る ．本 稿 で は ， 要 素命題 の 相 互独 立 性 を主 張 す る ウィ トゲ ン

　 シ ュ タイ ン 前期の 論理 思想の 解明を主眼 とす る の で ，こ の 側面 は扱わ ない ．実

　 際，我 々 が 問題 と して い る付論 「全 体と体系」 に も ，
「体系」 に関す るこ の側 面

　 に つ い て の 議論は 登 場 しない ．

19） 『論考』の 「根本思想 」 で あ る 「論理 定項 は代表機 能をもたない 」（T4 ・0312 ）

　 と い っ た 主張は ， 操作 と関数の 区別 に 基づ い て い るが ， こ の 区別 は，体系 と全

　体 と い っ た 区別の 帰着点で ある と ウィ トゲン シ ュ タ イ ン は
， 述べ て い る（WWK

　 216）．この こ とか らも，ウィ トゲ ンシ ュ タ イ ン に と っ て この 区別 が 非常に重要で

　 あ っ た事が わか る．

略　号

NB ：Wittgenstein
，
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1979．

T ：Wittgenstein
，
　L

，
　Tractatusムog ごco −Pん’losophicus，　Routledge，

1922，

WWK ： Wittgenstein
，
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，
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，
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，
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